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国内長期金利見通し

【日銀のマネタリーベースの推移 】 【 国内債券利回り 】

出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
マネタリーベース：流通現金(「日本銀行券発行高」＋「貨幣流通高」)と日本銀行当座預金(日銀当座預金)の合計値

 日銀の植田総裁は2月21日の衆院予算委員会での答弁で、金利上昇をけん制しました。
 足もとの金利上昇ペースはやや急であり、日銀からのけん制が見られたことや2025年前半には物価上昇率のピークア
ウトを見込むことなどから、引き続き1％台前半を中心とした長期金利の推移を想定します。


